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第 10回 加古川市両荘地区義務教育学校開校準備委員会 会議録 

会 議 名 称 第 10回加古川市両荘地区義務教育学校開校準備委員会 

開 催 日 時 令和５年７月 25日（火）19時 00分から 20時 40分まで 

開 催 場 所 両荘中学校 音楽室 

出 席 者 

 

＜委 員＞ 

藤原知之委員、前川武俊委員、泊麻由委員、南英樹委員、野村裕美委員、 

神川由記委員、大西智美委員、進藤香代委員、田中慎一郎委員、須藤長之輔委員、 

大久保隆志委員、神吉直哉委員 

＜職 員＞ 

織田教育総務部長、福本教育総務課長、名嶋教育総務課学校規模適正化担当副課長 

岡本教育総務課学校規模適正化担当係長、澤教育総務課管理調整係主査 

東郷学校教育課学校企画係長、荒井学校教育課学校企画係指導主事 

会 議 次 第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）委員長、副委員長の選任について 

（２）今年度の予定について 

（３）開校記念式典について 

（４）スクールバスについて 

４ 報告  

（１）スクールバスデザインについて 

（２）カリキュラム等に関する決定事項について 

５ その他 

６ 閉会 

配 付 資 料 １ 両荘地区義務教育学校開校準備委員会委員名簿 

２ 両荘地区義務教育学校開校準備委員会設置要綱 

３ 両荘地区義務教育学校開校準備委員会開催状況及び今年度の予定 

４ 両荘みらい学園開校記念式典について 

５ スクールバスルート図（案）、両荘みらい学園スクールバス時刻表（案）、スクー 

ルバス乗降場所（案） 

６ スクールバスデザインについて 

７ 両荘みらい学園カリキュラム等に関する決定事項 

会 議 概 要 １ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

（１）委員長、副委員長の選任について 

・委員の互選により、委員長は前川委員、副委員長は藤原委員に決定。 
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（２）今年度の予定について 

 ・事務局から「資料３」に基づき説明 

 ・令和５年度は開校準備委員会を３回開催予定 

 ・第 11回を 10月～11月頃、第 12回を２～３月頃に開催する予定 

 

（３）開校記念式典について 

 ・事務局から「資料４」に基づき説明 

 ・開催日として、児童生徒が新たな学校で学びを開始することを踏まえ、新２～９

年生が最初に登校する日（始業式の日）に設定 

  

 【方向性（まとめ）】 

 ・開催日時は令和６年４月８日（月）午後に決定 

 ・開催場所は両荘みらい学園体育館 

 ・両荘みらい学園が複合施設であることを踏まえ、公民館長、市民センター所長も 

  当該記念式典に出席 

 

（４）スクールバスについて 

 ・事務局から「資料５」に基づき説明 

 

 【方向性（まとめ）】 

 ・乗降場所について、西部ルートに「平荘町交差点付近」を追加し、中央ルートの 

「西山」、平荘小周辺ルート②の「平之荘神社鳥居付近」の場所を変更する。 

 ・時刻表（案）については、開校準備だよりや市ホームページ等で公表し、保護者 

や地域の方に周知を図っていく。 

 

【主な意見の概略】 

 ・現在通学路に設置されている見守りカメラを各乗降場所に移設できないか。 

  ⇒見守りカメラについては、現在の危険箇所や不審者対策など防犯面の観点で設

置場所が決められているため移設は難しいかもしれないが、所管課には情報提

供等を行いたい。 

 ・各乗降場所ではどの程度停車するのか。バスに乗り遅れた場合はどのような対応

になるのか。 

  ⇒各乗降場所の人数等に応じ、１～２分程度の停車を想定している。また、これ

まで開校準備だよりでもお示ししているとおり、発車時刻に遅れた場合は各家

庭での対応をお願いしたい。 

 ・徒歩通学児童の通学方法については何か決まっていることはあるのか。 

  ⇒徒歩通学についてはまだ決定しておらず、早急に検討が必要であると認識して

いる。 

 ・現在行っている立ち当番などはどうなるのか。 

  ⇒スクールバスの運行により通学路上の危険箇所に配置している交通指導員は

見直していく必要があると考えているが、地域やＰＴＡの方々による見守りや
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立ち当番については、これまでと同様に学校と協議いただきながら、バスの乗

降場所や乗降場所までの必要な箇所などでのご協力を検討いただきたい。 

 ・各乗降場所にバス停の標識を設置するのか。 

  ⇒設置しない。 

 ・現在とは異なる集合場所となり、スピードを出している車も多くあるため安全面 

が心配である。バス停での待ち方の指導も必要ではないか。 

・交通指導員は年度ごとに依頼しているため、早期に検討する必要があるのではな 

いか。 

 

４ 報告   

（１）スクールバスデザインについて 

 ・事務局から「資料６」に基づき報告 

 

（２）カリキュラム等に関する決定事項について 

 ・事務局から「資料７」に基づき報告 

 

【主な意見の概略】 

 ・乗り入れ授業とはどのようなものか。 

  ⇒中学校の教員が担当の専門科目について、専門性を活かして小学生に対して授

業をしたり、反対に小学校の先生が中学校の授業をすることである。 

 ・部活動は小中学生が一緒にするのか。また、小学校の教員も部活動の指導をする 

のか。 

⇒小学生が通常活動するクラブ活動に加え、部活動も選択でき、参加することが

できる。小学校の教員の部活動指導については今後検討が必要である。 

 ・保護者への説明はいつ頃を予定しているのか。 

  ⇒２学期の開催を予定している。 

 ・ＰＴＡの今後のあり方はどのようになるのか。 

  ⇒ＰＴＡ組織については、昨年度から３校のＰＴＡの代表者等において協議をし 

ていただいている。 

 ・体育祭について、１stステージの児童は午前の部が終了した時点で下校すること 

になるのか。 

⇒スクールバスでの下校も考える必要があるため、午前の部終了後は空調設備が 

整っている教室等で待機したり、学習したりすることが考えられる。 

 ・現在同様、ミマモルメなどの見守りタグは対応可能なのか。 

  ⇒見守りタグに対応できるよう、設備を整備する予定である。 

 

５ その他 

  ・次回の第 11回開校準備委員会は 10～11月の開催を予定 

 

６ 閉会 

 


